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1 はじめに
平成9年度の和歌山地域経済研究機構Aプロ ジェクト研究
において股定されたテーマは、「和歌山県及び和歌山市の経
済1'jj場欄造の特性とその対応について!というものである。
平成9年6月に節 l[nlの研究会を行い、和歌山商工会験所、
和歌山社会経済研究所、和歌山大学経済学部からの各3名、
合計9名のメンバーによる共同研究を1m始して、今日にいたっ
ている。
ここでは、①本プロジιクトにおける研究テーマの意味、
②本プロジェクトにおいて採用された閲査研究点法、③本プ
ロジェク トにおける共同研究体制とその活動の続過、 ③最終
的なIlflJn研究報告t!}において予定されている内容、 却につい
て脱明したい。
2 本プロジェク 卜における研究テーマの意味
近儲あるいは|湖西経済問において、和歌山県経済がもって
いる特性はどのようなものか。これを「経済循環の地域的な
特性Jという形でとらえていこう、というのが本プロ ジェク
トの越本的な回線であるo
~Q経済の活性化、産業の娠興そして以員生前の向上に必要
な施策を考える場合、さまざまな施策が側々に独立して行わ
れるのであっては、その有効性は限界がある。 それぞれの施
策が地域経済のどう いう側|自にたいして効果をもち、そして
その効果の相互|剥係はどのよ うなものか、がl'MWtされること
で泊施策の有効性は高まる。そのためにも地域経済の仕組み、
その特性を理解することが必~・なのである。
そもそ も経済活動というものは、財およびサービスの生産
→流通→消貨の流れ(循関〉から成りたっている。 この経桝
術部は、市場経済の発達につれて、 全同的な、あ るいは今日
では世界的な広がり〈グロ ーパル化〉のなかで成立している
( Ij) 
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ことはたしかである。その意味で経済活動に国境はないし、
境いUはない。しかし他方でやはり、社会的文化的な、ある
いは行政的な側面をも考胤して、 1つの相対的に独自なまと
まりとして地域というものを考えることはできるし、地域に
おける経済循郎およびその特性をとらえる方法として、地域
産業辿関或が用いられる。 地域産業迎凶哉とは、 lつの地域
における、 j以材料 ・中間製品の部門間取引、投合 ・利j聞等の
付加ftli仙の柿成、資本形成と品終消去{について、投入と産1
の構造を一定の朋|凶(1 年)でまとめたものである。ただし、
そこではすべてが統制・的に把握された経済Itt(金矧〉で点呪
される。したがって、これを比ただけで地域経済循環のあり
ょう、その特性について具体的なイメージをえることは難しい。
ではどうすれば、地域経済循加についてのも勺と具体的な、
E的{sIJrh1だけでなく質的な側面も含めた理解をえられるのか。
これが本プロジェクトのもっとも誌本的な線婚である。
3 本プロジェク トにおける悶査研究方法
この間Hmに接近するために本プロジ&ク トが採用した制任
研究方法、手1聞は、つぎのようなものである。
和歌山県の産業のうち、まず製造撲をとりあげて、その製
造業に蜘わる陪企撲の「市喝梢造Jを閥抗分析しようという
のである。
製造業の企業(もちろん、すべての産業の企業、経営もそ
うであるが〉は、財の製造にあたって様々な積額の市場と|児
わりをもっている。原材料や資金を閑述する。従撲員を服用
する。製品を出荷あるいは販売する。これらの活動で企業が
関わりをもつのは、原材料、半製品、品終制品の関連、出荷
〈販売〉市場であり、労働市局、金融市初である。個々の業
積、企業がこれらの市崎とどのような形で|胤辿をもつか、す
なわち、どういう積飢のJ材、商品をどう いう規秘、比耶で制
述するかは、それぞれの蝶積、企業のもつ製造技術のありか
たによって決まってくる。本プロジェク卜では、これらを一
括して産業(または企蝶)の「市場榊造」と名づけている。
つまり、地域の経折循却の特性を、さしあたり、製造業の
企業がそれぞれもっている市場制造の特性という 側面から分
析しようというのである。
つぎに、まず製造業の企業の悶査から山発するといっても、
(5) 
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これまた楽穏や企撲は多様であって決してひとくくりには鍛
えない。そこで、地域製造業を、①伝統企業型、②下間企業
型、③革新企業型、④大企業型、の 4つに類型化 し、これら
について、それぞれ関連市崎、販売(出荷)市樹、庖用市場
の特徴を分析することにした。
ここで、 ①伝統企業型とは、本~Qに独自な資制、技術ある
いは技能等に越盤をもち、半くから発展を示し今日にいたっ
ている企操群をさし、②下間企決型とは、主として県外の元
方企業から部品 ・半製品製造、素材加工得の注文をP'，IJけ負う
形で営換している企提鮮をさす。また、③市新企業型とは、
経営上ある いは技術上の尚j立な技術革新を述成し、 これにも
とづき顕著なj点良をとげている企染併をさし、そして、④大
企業型とは、全国的あるいは国際的に4J~業所を展開し、その
操本社あるいはl12住所が本県に所花する企業群をさしてい
る。
もちろん、 本県に~秘、鹿附する~~業種および企業部は、
この4つの類型に完全に分類できるわけではなし、。 4つの類
型の組数にまたがるような特徴をもっ企操も多いのであって、
その恕|峠でこの飢型分けは、あくまで特鈍相、時企濃のそれ
ぞれがもっ主~な側面に沌円 して行われるものである。
こう し て、 企柴(ここでは製~撲の企業〉がそれぞれもつ
市場梢泊は、企業の製造技術のありかた、そしてこの類型分
けに示される経営上の特質によって異なっているという仮税
を立て、これを突旺的に検肘することが、本プロジ zクトの
保用する問査研究方法である。
4 本プロジェクトにおける共同研究体制と活動経過
てJ7.成9&下6刀の館 1回研究会以降、同年12月までに肝 6回
の研究会を行った。この問、研究テーマについてのプレイン ・
ス トー ミングから始まって、関査研究の方法と鯛査研究計画
をめぐる肘輪、さらに和歌山化学工操協会ヒア リング間在、
木作ぷ撲株式会社ヒアリング悶査および視娯を行ってきた。
上に述べてきた、本プロジェクトにおける研究テーマの具体
的な窓昧づけ、制査研究β法等は、これらの活動を通じて確
服されてきたものである。
その後、調托研究報告科の作成にむけて、さらに研究体制
をつぎのように再構成した。
(6) 
調査研究の対政を、和歌山市およびその近隣地域におりる
製造業に限定する。また、上記の 4類型区分のうち、①伝統
企縦型、②下間企撚型、③革新企業型、に骸当すると考えら
れる決稿、企業をとりあげ、これについて3つの研究チーム
(各3名のメンパ・ーで梢j点〉を設けて、それぞれ澗述市場
販売〈出向〉市樹、)fd周市場の特徴を閃査分析する。さらに、
澗査分析の統一性を保つため、崎山氏の作成にかかる制rt誤
にもとづいて、関辿する資料 ・データ等の収集と分析、業界
団体あるいは伺別企嫌にたいするヒア リング悶有を行う。
平成10年 l月以降は、こうした研究計画、手1聞にもとづき、
各研究チームごとにそれぞれ情動しているところである。
5 翻査研究報告において予定される内容
現花の時点で、伝終的な開査研究報告において予定されて
いる内容はつぎの通りである。
(1) 問査研究報告l!fのタイトノレは「和歌山市地域産業の市
場櫛造」とする。
対象地域は和歌山市 (およびその近隣地域〉とし、製
造業を主たる対象とする。ただし、産扱榊i2全般との関
わりで、 必~に応じて以域全体ならびに他産業にも及ぷ。
(2) 削査研究報告官の櫛成は大略つぎのとおりとする。
①品近の県産業柿造とその変動
②最近の和歌山市域経済の動向ないし対況
③地域産業〈企業〉の賭類型とその市樹構造
(3) 研究テーマである「経済市樹構造の特性とその対応に
ついて」のうち、「対応」の:鼠昧は、ここでは各業縮、
企搬において市崎構造とその変化にたいする業界組織お
よび個別企業としての対応はどう いうものか、というこ
とである。この点にも開査分析を及ぼすことで、!f，J:下の
経済および産撲の振興策にたいしても資するような成果
を述成できるよう努力したいと与えている。
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